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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第39期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第40期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第39期

会計期間

自　平成21年
　　９月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　９月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成22年
　　８月31日

売上高 (千円) 700,555 669,1362,648,029

経常利益又は経常損失(△） (千円) △64,367 130,614△252,366

四半期純利益又は四半期（当期）
純損失(△）

(千円) △44,057 60,432△181,217

純資産額 (千円) 3,485,3053,350,5923,304,431

総資産額 (千円) 7,985,4647,526,6257,605,981

１株当たり純資産額 (円) 2,763.102,703.392,665.99

１株当たり四半期純利益又は１株
当たり四半期（当期）純損失
（△）

(円) △34.75 48.76 △145.03

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 43.6 44.5 43.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 151,486 38,538 542,564

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 465 28,266 △1,166

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 23,606△103,844△394,348

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 439,613 341,939 383,923

従業員数 (名) 140 127 132

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきまして

 は、記載しておりません。

　 　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ３　第39期、前第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきま　　 　し

ては、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　　 ４　当第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年11月30日現在

従業員数(名) 127（39）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー含む）は当第１四半期連結会計期間の平均人員を

　（　）外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年11月30日現在

従業員数(名) 82（39）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー含む）は当第１四半期会計期間の平均人員を

　（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、生産に該当する事項がないため、生産実績に関する記載はしておりません。

　
(2) 受注実績

当社は、受注生産を行っておりませんので、受注実績に関する記載はしておりません。

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

服飾事業 525,298 △9.1

賃貸・倉庫事業 143,838 17.5

不動産仲介業 ─ ─

合計 669,136 △4.5

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　当社及び当社の連結子会社は、セグメント情報の区分を変更していないため、前年同四半期比を記載しており

ます。

　
２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間（平成22年９月１日～平成22年11月30日）におけるわが国経済は、企業収益

の改善及び設備投資の持ち直し等、緩やかな回復は見られたものの雇用情勢は依然として厳しい状況にあ

り、また、不安定な世界経済の減速懸念や円高の進行などから、先行きに対する不透明感が増す状況が継続

しております。

　このような情勢下、当社グループの服飾事業におきましては前連結会計年度に引き続き新規取引百貨店の

開拓を進めました。賃貸・倉庫事業におきましては前連結会計年度に取得した賃貸物件の賃貸先募集を進

めました。これらの結果により、当第１四半期連結会計期間の連結業績は売上高669,136千円（前年同四半

期連結会計期間比4.5％の減少）、経常利益130,614千円（前年同四半期連結会計期間は64,367千円の経常

損失）となりました。この主な要因は、前年同四半期連結会計期間は営業外費用に「包括的長期為替予約」

の評価損等を為替差損として141,193千円の計上がありましたが、当第１四半期連結会計期間は為替差益

25,524千円の計上となったことによるものであります。以上の結果、四半期純利益は60,432千円（前年同四

半期連結会計期間は44,057千円の純損失）となりました。
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　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①服飾事業

当事業部門におきましては、前連結会計年度に引き続き直営店展開と新規取引百貨店の開拓を進め

ました。売上高は525,298千円（前年同四半期連結会計期間比9.1％の減少）、営業利益は45,115千円

（前年同四半期連結会計期間比4.2％の増加）となりました。

②賃貸・倉庫事業

当事業部門におきましては、売上高は賃貸物件の購入増により、143,838千円(前年同四半期連結会計

期間比17.5％の増加）、営業利益は59,840千円（前年同四半期連結会計期間比59.7％の増加）となり

ました。

③不動産仲介業

当事業部門におきましては、当四半期連結会計期間における売上高はありませんでした。

　

（2）財政状態の分析

　①流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて26,513千円

(1.8％)増加し、1,502,909千円となりました。この主な要因は、現金及び預金が41,983千円減少したも

のの、受取手形及び売掛金が63,703千円増加したことによるものであります。 

　②固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて105,869千円

(1.7％)減少し、6,023,716千円となりました。この主な要因は、建物及び構築物が24,768千円、土地が

32,400千円、投資その他の資産が50,906千円減少したことによるものであります。 

　③流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて101,431千円

(2.9％)減少し、3,349,616千円となりました。この主な要因は、短期借入金が50,000千円、通貨スワップ

契約等が56,266千円減少したことによるものであります。

　④固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて24,085千円

(2.8％)減少し、826,416千円となりました。この主な要因は、長期借入金の減少39,360千円等によるも

のであります。

　⑤純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて46,161千円

(1.4％)増加し、3,350,592千円となりました。この主な要因は、四半期純利益60,432千円等によるもの

であります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結会計期間末に比べ

て97,673千円減少し、341,939千円(前年同四半期連結会計期間末比22.2％の減少)となりました。

　①営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益117,409千円、減価償却費42,997千円となりましたが、売上債権の増加額

63,703千円、通貨スワップ契約等の減少額56,266千円、たな卸資産の増加額12,691千円により営業活動

によるキャッシュ・フローは38,538千円の収入（前年同四半期連結会計期間は151,486千円の収入）

となりました。

　②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入が32,400千円あり、当第１四半期連結会計期間の投資活動による

キャッシュ・フローは28,266千円の収入（前年同四半期連結会計期間は465千円の収入）となりまし

た。

　③財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純減少50,000千円、長期借入金の返済による支出39,831千円、配当金の支払13,944千円

により当第１四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは103,844千円の支出（前年

同四半期連結会計期間は23,606千円の収入）となりました。 

　

 (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更はありません。

　

 (5) 研究開発活動

　　 該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　　　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,700,000

計 5,700,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,450,500 1,450,500
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
100株

計 1,450,500 1,450,500― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20、第280条ノ21及び第280条ノ27の規定に基づき発行した新株予約権

は、次のとおりであります。

　

平成15年11月21日定時株主総会特別決議

　

区分
第１四半期会計期間末現在
(平成22年11月30日)

新株予約権の数（個） 114

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 57,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　１株当たり1,600（注）３

新株予約権の行使期間
自　平成17年11月22日
至　平成25年10月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　1,600
資本組入額　　　800

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─
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(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。なお、平成18年２月10日開催の取締役会決議に

基づき、平成18年３月17日付をもって、株式１株を５株に分割しております。これに伴い、新株予約権１個につ

き目的となる株式数は500株に、新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入

額はそれぞれ1,600円、800円に調整されております。

２　新株予約権の目的たる株式の数

　　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただし、

かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的たる株式の数についての

み行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。

　　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

３　新株予約権の行使時の払込金額

　　新株予約権発行後下記の各事由が生じたときは、下記の各算式により調整された１株当たりの払込み金額(以

下、「行使価額」という。)に各新株予約権の目的たる株式の数を乗じた額とする。なお、調整後の行使価額は、

１円未満の端数を切り上げる。

　(1) 株式分割または株式併合を行う場合

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　(2) 時価を下回る価額で新株を発行(新株予約権(新株予約権付社債も含む。)の行使による場合及び当社の普通

株式に転換できる証券の転換による場合を除く。)する場合、または、当社が時価を下回る価額で自己株式を

処分する場合(以下の算式において、新規発行には処分も含むものとし、その場合の１株当たり払込金額は

１株当たり処分価額と読み替えるものとする。)

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数

　　　なお、算式中の既発行株式数には当社が保有する自己株式を含まない。

４　新株予約権の行使の条件

　(1) 新株予約権の割当てを受けた者(以下、「新株予約権者」という。)は、権利行使時においても、当社の取締役、

監査役及び従業員の地位にあることを要するものとする。

　(2) その他の条件については、株主総会決議及び新株予約権発行にかかる取締役会決議に基づき、当社と新株予

約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

５　新株予約権の譲渡に関する事項

　　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するものとする。

６　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退職等

の理由により権利を喪失した者及び権利を行使した者の新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の

数を減じております。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
（千円)

平成22年９月１日
～平成22年11月30日

─ 1,450,500 ─ 564,300 ─ 465,937

　

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　　211,000 ─ ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　　1,239,100 12,391 ─

単元未満株式 普通株式　　　　　400 ─ ─

発行済株式総数 1,450,500 ─ ─

総株主の議決権 ─ 12,391 ─

(注)　「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。
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② 【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社カワサキ
大阪府泉北郡忠岡町新浜
２丁目９番10号

211,000 ─ 211,000 14.55

計 ― 211,000 ─ 211,000 14.55

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　９月 　10月 　11月

最高(円) 1,075 994 929

最低(円) 970 885 850

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第１四半期連

結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）は改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第１四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年９月

１日から平成21年11月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11

月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 341,939 383,923

受取手形及び売掛金 262,394 198,691

商品及び製品 657,082 652,276

原材料及び貯蔵品 95,677 87,791

その他 146,951 155,120

貸倒引当金 △1,136 △1,407

流動資産合計 1,502,909 1,476,396

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,195,427

※
 2,220,195

土地 3,442,330 3,474,730

その他（純額） ※
 31,647

※
 30,929

有形固定資産合計 5,669,404 5,725,855

無形固定資産 21,154 19,665

投資その他の資産

その他 339,557 390,464

貸倒引当金 △6,400 △6,400

投資その他の資産合計 333,157 384,063

固定資産合計 6,023,716 6,129,585

資産合計 7,526,625 7,605,981
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 37,599 29,687

短期借入金 2,050,000 2,100,000

未払法人税等 2,910 3,924

賞与引当金 14,811 6,487

通貨スワップ契約等 877,425 933,692

その他 366,870 377,256

流動負債合計 3,349,616 3,451,048

固定負債

長期借入金 451,390 490,750

役員退職慰労引当金 167,149 165,449

資産除去債務 27,827 －

負ののれん 35,576 39,529

その他 144,472 154,772

固定負債合計 826,416 850,501

負債合計 4,176,033 4,301,549

純資産の部

株主資本

資本金 564,300 564,300

資本剰余金 468,338 468,338

利益剰余金 2,599,428 2,552,940

自己株式 △280,676 △280,606

株主資本合計 3,351,390 3,304,972

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △797 △540

評価・換算差額等合計 △797 △540

純資産合計 3,350,592 3,304,431

負債純資産合計 7,526,625 7,605,981
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 700,555 669,136

売上原価 331,753 296,259

売上総利益 368,801 372,876

販売費及び一般管理費 ※
 287,688

※
 267,438

営業利益 81,113 105,438

営業外収益

受取利息 72 14

為替差益 － 25,524

負ののれん償却額 3,952 3,952

その他 835 591

営業外収益合計 4,861 30,083

営業外費用

支払利息 9,103 4,582

為替差損 141,193 －

その他 45 324

営業外費用合計 150,342 4,907

経常利益又は経常損失（△） △64,367 130,614

特別損失

固定資産売却損 7,784 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,204

特別損失合計 7,784 13,204

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△72,151 117,409

法人税、住民税及び事業税 1,007 383

法人税等調整額 △29,101 56,594

法人税等合計 △28,093 56,977

少数株主損益調整前四半期純利益 － 60,432

四半期純利益又は四半期純損失（△） △44,057 60,432
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△72,151 117,409

減価償却費 44,813 42,997

負ののれん償却額 △3,952 △3,952

支払利息 9,103 4,582

為替差損益（△は益） 9,058 4,943

固定資産売却損益（△は益） 7,784 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,204

売上債権の増減額（△は増加） △66,852 △63,703

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,022 △12,691

仕入債務の増減額（△は減少） 26,391 7,911

通貨スワップ契約等の増減額（△は減少） 127,898 △56,266

その他 79,091 △10,588

小計 162,205 43,847

利息及び配当金の受取額 72 14

利息の支払額 △8,904 △4,331

法人税等の支払額 △1,887 △991

営業活動によるキャッシュ・フロー 151,486 38,538

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △35,587 △4,133

有形固定資産の売却による収入 36,053 32,400

投資活動によるキャッシュ・フロー 465 28,266

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 △50,000

長期借入れによる収入 32,000 －

長期借入金の返済による支出 △82,890 △39,831

自己株式の取得による支出 △11,205 △69

配当金の支払額 △14,297 △13,944

財務活動によるキャッシュ・フロー 23,606 △103,844

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,058 △4,943

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 166,500 △41,983

現金及び現金同等物の期首残高 273,112 383,923

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 439,613

※
 341,939
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

１　会計処理基準に関する

　　事項の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は428千円減少し、税金等調整前四半期純利益は

13,633千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は、27,698千円であります。

　

【表示方法の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき「財務諸表等規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期

間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

　価切下げを行う方法によっております。 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年８月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　1,888,741千円※　有形固定資産の減価償却累計額　1,847,569千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

　　　給与及び賞与　　　　　　　　133,768千円

　　　賞与引当金繰入額　 　　　　　10,854千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　1,650千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

　　　給与及び賞与　　　　　　　　120,280千円

　　　賞与引当金繰入額　 　　　 　　8,324千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　1,700千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

現金及び預金 439,613千円

現金及び現金同等物 439,613千円
 

※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末

残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

現金及び預金 341,939千円

現金及び現金同等物 341,939千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年９月１

日　至　平成22年11月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,450,500

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 211,096

　
　
３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月25日
定時株主総会

普通株式 13,944 11.25平成22年８月31日 平成22年11月26日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)
　

　
服飾事業
(千円)

賃貸・倉庫
事業
(千円)

不動産
仲介業
（千円）

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

578,164122,390 ─ 700,555 ― 700,555

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3 3,419 2,390 5,812（5,812） ―

計 578,167125,8092,390706,367（5,812）700,555

営業利益 43,30037,466 888 81,655（541） 81,113

(注)１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

(1) 服飾事業………………シェニール織高級タオル、婦人身の回り品(バック、ハンカチ)、婦人ウエア(ブラウ

ス、セーター)、バス・トイレタリー製品

(2) 賃貸・倉庫事業………不動産の賃貸、商品の保管及び荷役の作業

(3) 不動産仲介業…………不動産の賃貸及び売買の仲介業
　
　　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)において、本邦以外の国又は

地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)において、海外売上高がない

ため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

１  報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

　当社グループは、当社及び連結子会社を構成単位とする財務情報に基づき、事業の種類別に区分した単位に

より事業活動を展開しております。

　従って、当社グループは事業の種類に基づき、「服飾事業」、「賃貸・倉庫事業」、「不動産仲介業」を報告

セグメントとしております。

　各報告セグメントの主要な内容は、次のとおりであります。

　　服飾事業………………シェニール織高級タオル、婦人身の回り品(バック、ハンカチ)、婦人ウエア

　　　　　　　　　　　　(ブラウス、セーター)、バス・トイレタリー製品

　　賃貸・倉庫事業………不動産の賃貸、商品の保管及び荷役の作業

　　不動産仲介業…………不動産の賃貸及び売買の仲介業

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結損益
計算書計上額
(注)2服飾事業

賃貸・倉庫
事業

不動産
仲介業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 525,298143,838 ─ 669,136 ─ 669,136

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 2,636 ─ 2,636(2,636) ─

計 525,298146,475 ─ 671,773(2,636) 669,136

セグメント利益 45,11559,840 ─ 104,956 481 105,438

　　(注）1.セグメント利益の調整額481千円は、セグメント間取引消去であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）

デリバティブ取引が、当社グループの事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　
科目

四半期連結
貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

　

　 デリバティブ取引(※) (877,425)(877,425) ─

　　　　　　(※)　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務と

　　　　　　なる項目については、(　　)で示しております。

　
　　　　　　(注)　金融商品の時価の算定方法

　　　　　　デリバティブ取引

　　　　　　注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照ください。

　　　　　　　　　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）

対象物の種類が通貨関連のデリバティブ取引が、当社グループの事業の運営において重要なもの

となっており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

認められます。

　

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

　　　　　通貨関連

　
種類

契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）　

　 通貨スワップ取引 2,545,800△45,618 1,014

　 クーポンスワップ取引 8,047,325△424,881 33,525

　 通貨オプション取引 　 　 　

　 買　建 1,017,499 39,054 △173

　 売　建 1,868,289△445,979 21,900

　 計 2,885,789△406,924 21,726

　 合計 13,478,914△877,425 56,266

　　　　　　(注)　時価は取引銀行から提示された価格によっております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年８月31日)

　 　

　 2,703円39銭
　

　 　

　 2,665円99銭
　

　

　　(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎
　

　
当第１四半期
連結会計期間末

前連結会計年度末

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 3,350,592 3,304,431

普通株式に係る純資産額(千円) 3,350,592 3,304,431

差額(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 1,450,500 1,450,500

普通株式の自己株式数(株) 211,096 211,024

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株
式の数(株)

1,239,404 1,239,476

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純損失(△） △34円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円─銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益 48円76銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益

─円─銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
　

　

　　(注)　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△44,057 60,432

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△44,057 60,432

普通株式の期中平均株式数(株) 1,267,709 1,239,404

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月13日

株式会社カワサキ

取締役会  御中

　

仰 星 監 査 法 人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩　  井 　 伸 太 郎    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    新　  田　  泰　　生    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワサキの平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年９月１日から平成21年11

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワサキ及び連結子会社の平成21年

11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月14日

株式会社カワサキ

取締役会  御中

　

仰 星 監 査 法 人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩　  井 　 伸 太 郎    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    新　  田　  泰　　生    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワサキの平成22年９月１日から平成23年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年９月１日から平成22年11

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワサキ及び連結子会社の平成22年

11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半

期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」を適用している。　

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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